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１．便益の算出について

～被害額の比較やH20再評価との比較～
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１．便益について（被害額比較）

• 事業区間を約２倍に延伸し，氾濫区域が増加（1.4倍）しているのに便益が低下した要因は，氾濫区域や資産の変化，浸水深の分布の変化，
治水経済調査マニュアルの改定など複合的なものであるが，主たる要因はマニュアル改定による農地・農業用施設被害額の算定方法の変更
である。

• 「一般資産被害額」は，前回評価比で約８割に減少している。旧マニュアル比較でも７割に減少している。要因は，前回評価より氾濫原が
拡大し一般資産額は増加しているものの，浸水深が小さいところに資産が集中しているため被害率が小さく，被害額（資産額×被害率）が
減少しているため。

• 今回評価の「一般資産被害額」を新旧マニュアルで比較すると，277,210から340,175に増加(1.2倍)しているのは，マニュアル改定による
被害率の更新（被害率は総じて上がっている）によるもの。

• 「農作物被害額」は，前回評価比で２倍に増加している。要因は，前回評価より氾濫原が拡大したため農作物資産額は増加し，浸水深が小
さいところに資産が集中しているものの，農作物は被害率が高いため被害額は増加している。

• 「公共土木施設等被害額」のうち公共土木施設および公益事業施設は，一般資産被害額に率を乗じて算定する。
• 「公共土木施設等被害額」のうち農地・農業用施設は，マニュアル改定により農地面積×m2単価に算定方法が変わり，減少幅が大きい。

被害額比較（確率年1/100の比較）

（単位：百万円）

前回評価(H20)

H17ﾏﾆｭｱﾙ H17ﾏﾆｭｱﾙ R2ﾏﾆｭｱﾙ

415,118 277,210 340,175

(0.67) (0.82)

335 709 696

(2.12) (2.08)

309,263 206,521 252,410

(0.67) (0.82)

393,945 263,072 27,350

(0.67) (0.07)

703,210 469,594 279,761

(0.67) (0.40)

※カッコ内はH20比

治水経済マニュアル(R2.4）改定により，農
地・農業用施設被害の算定方法が変更に
なったため。

一般資産被害額
家屋，家庭用品，事業所償却・在庫資

産等の被害額
各資産額×浸水深に応じた被害率

農作物被害額 浸水による農作物の被害額 農作物資産額×浸水深に応じた被害率

公共土木施設，公益事業施設の浸水被
害額

【H17ﾏﾆｭｱﾙ】一般資産被害額×74.5％
【R2ﾏﾆｭｱﾙ】一般資産被害額×74.2％

農地・農業用施設の浸水被害額
【H17ﾏﾆｭｱﾙ】一般資産被害額×94.9％
【R2ﾏﾆｭｱﾙ】水田・畑面積×1,539円/m2

公共土木施設等被害
額

公共土木施設等被害額　 計

＜一般資産＞
前回評価より氾濫原が拡大したため一般
資産額は増加しているものの，浸水深が
小さいところに資産が集中しているため被
害額が減少している。
＜農作物＞
前回評価より氾濫原が拡大したため農作
物資産額は増加し，浸水深が小さいところ
に資産が集中しているものの，農作物は
被害率が高いため被害額は増加してい
る。

効果項目 効果概要 算定方法
今回評価(R4)

変動要因
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２．氾濫原比較

前回評価(H20) 氾濫原 今回評価(R4) 氾濫原

L=16.8km

氾濫区域(km2) H20 R4 H20比

下流 30.3 39.5 1.3

上流 - 3.1 -

全体 30.3 42.6 1.4

L=31.67km
L=16.8kmL=14.87km
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２．氾濫原比較

前回評価(H20) 氾濫原

L=16.8km 5



２．氾濫原比較

今回評価(R4) 氾濫原

L=31.67km

L=16.8kmL=14.87km
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２．（参考）事業評価で利用する浸水区域図と洪水浸水想定区域図

今回評価(R4) 浸水区域図

• 資産算定に利用する浸水区域図は改修前の原始河道で氾濫解析を行っており，河道流下能力が低く，氾濫量は多くなる。
• 一方，洪水浸水想定区域図は現況河道で氾濫解析を行っており，氾濫量が異なるため，同じ計画規模1/100においても浸水区域

に相違がある（仙台港北部の相違が顕著）。想定最大規模では浸水域は相似してくる。

洪水浸水想定区域図（平成29年5月30日宮城県告示第537号）
（計画規模1/100）（計画規模1/100）

（想定最大規模）
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50cm未満 50～99cm 100～199cm 200～299cm 300cm以上

0～44cm 45～94cm 95～144cm 145～244cm 245～344cm 345cm～

Ａグループ 0.047 0.189 0.253 0.406 0.592 0.800

Ｂグループ 0.058 0.219 0.301 0.468 0.657 0.843

Ｃグループ 0.064 0.235 0.325 0.499 0.690 0.865

浸水日数１～２日 50cｍ未満 50～99cｍ

水田 0.210 0.240

畑平均 0.270 0.350

床下浸水
床上浸水

家屋

農作物 0.370

0.510

100cm以上

被害率の比較

【参考】マニュアル

３．被害率の比較

• 一般資産と比較し，農作物は浸水深が小さいところでも被害率は高い
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①氾濫原の浸水深別面積

床下浸水が約3割床上0.5m未満が
約8割

氾濫原 H20 R4 H20比

面積
[km2]

30.3 42.6 1.4

平均水深
[m]

1.4 0.9 0.6

４．「一般資産被害額」の変化要因

前回評価（H20）と比較して、氾濫原は拡大、一般資産が増加したのに、被害額が減少した要因
要因①氾濫原の変化
氾濫原は広がったが、浸水深の算定精度が向上しより細分化され，浸水深が小さい床下浸水が3割を占める。

1.4倍

※確率規模1/100の氾濫原
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②一般資産額

４．「一般資産被害額」の変化要因

前回評価（H20）と比較して、氾濫原は拡大、一般資産が増加したのに、被害額が減少した要因
要因②資産額
氾濫原が広くなったため一般資産額は増加⇒ただし、浸水深が小さいところに資産が集中している

要因③被害額（資産額×被害率）
浸水深が小さいところは被害率が下がり，被害額は小さくなる⇒一般資産被害額の減少

1.6倍

③一般資産被害額

事業所（償却）の被害額

0.8倍

床下浸水に
約4割の資産

※確率規模1/100の一般資産額 ※確率規模1/100の一般資産被害額

減少幅が
大きい
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前回評価（H20）と比較して、氾濫原は拡大、農作物資産が増加したのに、被害額が増加した要因
要因①氾濫原の変化

氾濫原は広がったが、浸水深の算定精度が向上し，浸水深が小さい床下浸水が3割を占める。
要因②資産額
氾濫原が広くなったため，農作物資産額は増加⇒ただし、浸水深が小さいところに資産が集中している

要因③被害額（資産*被害率）
浸水深が小さいところでも被害率が高いため，被害額は大きくなる⇒農作物被害額の増加

②農作物資産額 ③農作物被害額

床上0.5m未満
に約6割の資産

５．「農作物被害額」の変化要因

2.0倍
2.1倍
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氾濫面積[km2] 人口[千] 家屋数[千] 延床面積[ha] 農漁家 従業者数[千] 事業所数[百] 水田[ha] 畑[ha]

一般資産 農作物資産

資産数量

H20 R4

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

一般資産被害額 農作物資産被害額 公共土木被害額 間接被害 被害額合計

被害額

H20 R4

６．全体資産数量等

H20 R4 前回比
(km2) 30.30 42.58 1.41
(人) 76,793 86,869 1.13

家屋数 (戸) 29,328 36,578 1.25
延床面積 (ha) 291.52 456.67 1.57
家屋資産 （百万円） 416,588 933,895 2.24
家庭資産（車含） （百万円） 437,785 484,366 1.11
農漁家 (戸) 419 335 0.80
農業（償却） （百万円） 1,219 675 0.55
農業（在庫） （百万円） 79 299 3.79
従業者数 (人) 34,552 54,039 1.56
事業所数 (所) - 4,498 -
事業所償却 （百万円） 142,968 206,603 1.45
事業所在庫 （百万円） 83,748 102,787 1.23
資産額合計 （百万円） 1,082,387 1,728,625 1.60
被害額合計 （百万円） 415,118 340,175 0.82
水田 (km2) 8.51 15.66 1.84
水田資産額 （百万円） 1,024 2,064 2.02
畑 (km2) 2.30 2.11 0.92
畑地資産額 （百万円） 173 318 1.84
資産額合計 （百万円） 1,197 2,381 1.99
被害額合計 （百万円） 335 696 2.08
公共土木 （百万円） 703,210 252,410 0.36
農地・農業用施設 （百万円） - 27,350 -

被害額合計 （百万円） 703,210 279,760 0.40

（百万円） - 61,226 -

（百万円） 1,118,664 681,857 0.61

24.423 3.084 0.13
※赤字：前回より増加、青字：前回より減少

資産数量 資産額 被害額

項目 単位
七北田川

氾濫面積
人口

間接被害

被害額合計

B/C

農
作
物
資
産

一
般
資
産

公
共
土
木

12



２．再評価調書と河川整備計画について
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７-１．河川計画

基本方針(1/100 )

二級河川七北田川水系河川整備基本方針（平成28年6月）
計画高水流量配分図

参考：基本高水
（洪水防御に関する計画の基本となる洪水）

L=31.67km
下流L=16.8km上流L=14.87km

仮に、
ダムの便益を考慮して河道のB/Cを算出する場合

B：氾濫解析は、洪水調節前の流量を対象
C：河道及びダムを対象

• 「河川整備基本方針」：長期的な河川整備の目標（1/100）
• 河道計画は、洪水調節施設（ダム）による調節流量後の河道配分流量により計画されている。

二級河川七北田川水系河川整備基本方針（平成28年6月）
基本高水流量一覧表

再評価によるB/Cの算出
B：氾濫解析は、洪水調節後の河道配分流量を対象
C：河道のみを対象
→便益、費用ともにダムは考慮されていない。
※ダムのB/Cを算出する場合は、B,Cともにダムのみを対象

としている。

※洪水調節施設：七北田ダム（整備済）、長谷倉ダム（未整備）
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７-２．河川計画

二級河川七北田川水系河川整備計画（令和2年10月変更）
計画高水流量配分図

L=31.67km
下流L=16.8km上流L=14.87km

• 長期的な河川整備の最終目標である「河川整備基本方針」は1/100としている。
• 中期的な具体的な整備の内容である「河川整備計画」は，下流部は1/100（概成），上流部は1/30としている。
河道配分流量は、現況の洪水調節施設（ダム）を状況を踏まえ、1/30の流量を確保している。

• 下流部の整備は，上流を1/100で整備する前提で実施している。

基本方針(1/100 )

二級河川七北田川水系河川整備基本方針（平成28年6月）
計画高水流量配分図

整備計画(1/30 )

L=31.67km
下流L=16.8km上流L=14.87km

河道配分流量確率
（流量配分図）

河道整備の
対象確率

下流区間 1/100 1/100

上流区間 1/100 1/100

河道配分流量確率
（流量配分図）

河道整備の
対象確率

下流区間 1/30 1/100

上流区間 1/30 1/30

※河川整備計画での洪水調節施設は、七北田ダムのみ考慮
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３．再評価の対象とする計画
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８．再評価の対象とする計画

○治水経済調査マニュアル（案）令和２年４月（国土交通省）
1.4調査の基本方針

○河川及びダム事業の再評価実施要領細目（国土交通省）
２ 事業評価の単位の取り方

・今回の再評価における上流区間延伸の必要性については、近年の甚大な被害状況など、
再評価調書本文により丁寧に説明し、県民への説明を尽くすこととする。

• 河川改修は、上下流バランスを考慮した計画とする必要があり、上下流一連区間で評価するの
が妥当

• 再評価の対象とする計画については、これまで上流側が1/100で整備されることを前提として、
一連区間として下流の河道整備を進めてきたことから、上流区間の整備区間延伸においても
上下流一連区間の計画として、上下流全体（基本方針の1/100）で評価するのが妥当
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再 評 価 調 書 

 
調 書 作 成 年 月 日 令和 4年 7月 19日 

事 業 担 当 課 河 川 課 

事 業 名 都市基幹 七
な な

北
き

田
た

川
が わ

改修事業 

補助･交付金･単独の

別 
補助 事業主体 宮 城 県 

施 行 地 名 仙台市  【位置図後掲】 管理主体 宮 城 県 

根 拠 法 令 河川法第 60 条第 2項 

 事業目的  

七北田川は仙台市北部の市街地を流下する県内最大の二級河川である｡当河川は過去の
出水時に度々氾濫しており,また沿川流域の急速な都市開発に伴い都市排水も増加してい
る｡このため,計画規模 1/100(計画高水流量 1,650m3/s)により河川改修を図り,流域の治水
安全度向上を図るものである｡ 

事業内容  

 

事 業 着 手 時 
(昭和 24 年度) 

河川改修延長 L=16,800m 
築堤,掘削,護岸,水門,道路橋,堰 

再 評 価 時 
(平成 10 年度) 

河川改修延長 L=16,800m 
築堤,掘削,護岸,水門,道路橋,堰 

再 々 評 価 時 
(平成 15 年度) 

河川改修延長 L=16,800m 
築堤,掘削,護岸,水門,道路橋,堰 

再 々 評 価 時 
(平成 20 年度) 

河川改修延長 L=16,800m 
築堤 23,443m,掘削 4,397,549m3,護岸 101,165m2,水門一式, 
道路橋 12橋,堰一式 

再 々 評 価 時 
(令和 4 年度 ) 

河川改修延長 L=31,670m 
築堤 44,200m,掘削 5,990,000m3,護岸 437,000m2,水門一式, 
道路橋 21橋,堰一式 

【事業内容の変更状況とその要因】 
･昭和 24 年度から事業を進めていた河口から 16.8km 地点の赤生津大橋までが概成したが,
上流の浸水被害軽減を図るため,河口から 31.67kmの冠橋まで事業を延伸した｡ 

事業費  

 

 
全体事業費  

 内用地費及
び補償費 

国 
[ 50 %] 

県 
[ 50 %] 

市町村 
[ - %] 

その他 
[ - %] 

事 業 着 手 時 
(昭和 24年度) 

236.5 
億円 

159.5 
億円 

118.25 
億円 

118.25 
億円 

 
- 億円 

 
- 億円 

再 評 価 時 
(平成 10年度) 

337.7 
億円 

227.0 
億円 

168.85 
億円 

168.85 
億円 

 
- 億円 

 
- 億円 

再 々 評 価 時 
(平成 15年度) 

337.7 
億円 

227.0 
億円 

168.85 
億円 

168.85 
億円 

 
- 億円 

 
- 億円 

再 々 評 価 時 
(平成 20年度) 

337.7 
億円 

227.0 
億円 

168.85 
億円 

168.85 
億円 

 
- 億円 

 
- 億円 

再 々 評 価 時 
(令和 4年度) 

656.1 
億円 

235.9 
億円 

328.05 
億円 

328.05 
億円 

 
- 億円 

 
- 億円 

※事業費増加度(重点評価実施基準 指標 4) 
=(再評価時事業費-事業着手時事業費)/事業着手時事業費= 177.4% 
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事

業

の

概

要 

【事業費の変更状況とその要因】 
･昭和 24 年度から事業を進めていた河口から 16.8km 地点の赤生津大橋までの改修が概成
したが,近年の洪水において赤生津大橋より上流区間での被害が多く発生したため,令和 3
年度に事業区間を河口から 31.67km 地点の冠橋まで延伸し,赤生津大橋から冠橋間の浸水
被害軽減を図る｡事業区間の延長に伴い,事業費 318.4億円が追加となった｡ 
 
〇事業費増減対照表 
 再々評価時 

(平成 15 年度) 

再々評価時 

(平成 20 年度) 

再々評価時 

(令和 4 年度) 
増減 

変更の 

主な理由 

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費  

本工事費  
16.8% 

56.7 億円 

 
16.8% 

56.7 億円 

 
37.8 % 

247.9 億円 

 
+60.1% 

+191.2 億円 

事業区間の延

長のため 

築堤･掘削 

･護岸工 

L= 
16,800m 52.7 億円 

L= 
16,800m 52.7 億円 

L= 
31,670m 243.9 億円 

L= 
+14,870m +191.2 億円 

事業区間の延

長のため 

その他 一式 4.0 億円 一式 4.0 億円 一式 4.0 億円 - - 
事業区間の延

長のため 

測量及び 

試験費 
一式 

4.7% 

16.0 億円 

一式 
4.7% 

16.0 億円 
一式 

3.0% 

19.6 億円 

- 
1.1% 

+3.6 億円 

事業区間の延

長のため 

用地費及び 

補償費 
一式 

67.2% 

227.0 億円 

一式 
67.2% 

227.0 億円 
一式 

36.0% 

235.9 億円 

- 
2.8% 

+8.9 億円 

事業区間の延

長のため 

その他 

工事費等 
一式 

11.3% 

38.0 億円 

一式 
11.3% 

38.0 億円 
一式 

23.2% 

152.6 億円 

- 
36.0% 

+114.6 億円 

事業区間の延

長のため 

合計 一式 
100% 

337.7 億円 

一式 
100% 

337.7 億円 
一式 

100% 

656.1 億円 

一式 
100% 

+318.4 億円 

事業区間の延

長のため 

 

※増減は今回(令和 4年度)と前回(平成 20年度)を比較したもの 
 
 

事業の進捗状況 規則第 24条第 1号関係  

〇事業期間 

事業着手時 
(昭和 24 年度) 

再評価時 
(平成 10 年度) 

再々評価時 
(平成 15年度) 

事業採択予定年度 S.24 年度 事業採択年度 S.24 年度 事業採択年度 S.24年度 

用地買収着手予定年度 S.24 年度 用地買収着手年度 S.24 年度 用地買収着手年度 S.24年度 

工事着手予定年度 S.24 年度 工事着手年度 S.24 年度 工事着手年度 S.24年度 

  計画変更実施年度 - 計画変更実施年度 - 

完成予定年度 H.25 年度 完成予定年度 H.25 年度 完成予定年度 H.25年度 
 

再々評価時 

(平成 20年度) 

再々評価時 

(令和 4年度) 

事業採択年度 S.24年度 事業採択年度 S.24年度 

用地買収着手年度 S.24年度 用地買収着手年度 S.24年度 

工事着手年度 S.24年度 工事着手年度 S.24年度 

計画変更実施年度 - 計画変更実施年度 R. 2年度 

完成予定年度 R.10(H.40)年度 完成予定年度 R.32年度 

 

･令和 2年度の計画変更により事業完了年度を令和 32年度とした｡ 
※事業停滞年数(重点評価実施基準指標 1)= - 年 
※事業工期延伸度(重点評価実施基準指標 3) 

=(変更後予定事業期間)/(当初予定事業期間)= 102 / 65 =1.57 
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事

業

の

概

要 

〇進捗率 

令和３年度までの   ※( ):前回再評価時 

 

事業費 進捗率 内用地費 進捗率 

(298.55) 

328.6億円 

(88.4) 

50.1% 

(225.0) 

225.0億円 

(99.1) 

95.4% 

※事業工程乖離度(重点評価基準指標 2) 
=(累加投資事業費/現全体事業費)-(累加年単純割額/現全体事業費) 
=( 328.60 / 656.06 )-( 475.97 / 656.06 ) 
=( 50.1 )%-( 72.5 )%= ▲22.5% 

 
【事業の進捗状況(順調でない場合にはその要因)】 

･昭和 24 年度から事業を進めていた河口から赤生津大橋までの 16.8km 区間については令

和 2 年度までに概成したため,河川整備計画で定めた河口から冠橋までの 31.67km 地点

まで事業区間を延伸している｡ 

･延伸した上流 14.87km区間については,令和 2年度から測量設計に着手している｡ 
 
【今後の進捗の見込み(事業ｽｹｼﾞｭｰﾙ表後掲)】 
･令和 4 年度から令和 32 年度までの 29 年間において,赤生津大橋から 31.67km の冠橋まで

の 14.87kmの区間の河道整備を行う｡ 
･整備期間を概ね 30 年間とした河川整備計画に則り,事業完了予定を令和 32 年度までとし
て上流区間の河川整備を行う｡ 

･当該区間において効果的かつ効率的に治水効果を発現させるため,過去の洪水被害や流域
の資産集中状況を踏まえ,築堤法線及び施工計画を検討していく｡ 

 

施設管理の予定･管理状況  

･河川維持管理計画を策定し,管理区間を重点度により 4 区分に分けて管理を行っている｡
管理頻度は,a区間が月 1回,b区間が年 4 回,c1区間が年 2 回,c2区間が必要時にﾊﾟﾄﾛｰﾙ
を実施することとし,必要に応じ支障木伐採,堆積土砂撤去作業等の維持管理作業を実施
している｡なお,七北田川は a 区間と c1 区間と c2 区間の河川に該当し,ﾊﾟﾄﾛｰﾙ及び維持
管理作業を行っている｡ 
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必

要
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上位計画等  

･二級河川七北田川水系河川整備計画(令和 2年 10月変更) 

･見える川づくり計画(2021)(令和 3年 3月策定) 

に基づき,令和 32年まで計画的に事業を行い,完成させる予定である｡ 

事業を巡る社会経済情勢等 規則第 24条 2号関係  

○社会経済情勢 

1)過去の洪水実績 

過去には幾度も洪水被害が発生

しており,昭和 22年 9月（カスリ

ン台風）,昭和 23年 9月（アイオ

ン台風）,昭和 61年 8月に大きな

被害が発生しており,昭和 61年 8

月には支川を含めて水害区域面積 

2,322ha,被災家屋 3,561 棟,一般

資産等被害 763,818 万円の甚大な

被害が発生した｡ 

近年では平成 14 年 7月,平成 23

年 9月,平成 27年 9月,令和元年

10 月に被害が発生し,令和元年東

日本台風では,上流の無堤部で溢水

による浸水被害が発生した｡ 

平成 27 年関東・東北豪雨を契機

に，下流区間（赤生津大橋より下

流）の整備状況を踏まえ，河川整備計画で上流区間の具体な整備内容を策定した。平成

23年以降，およそ 4年ごとに短期間で洪水被害が発生しており，治水安全度の向上が求

められている。 

 

2)洪水発生時の主な影響 

平成 27 年関東・東北豪雨時は，溢水による大きな洪水氾濫により，重要な幹線道路で

ある県道大衡仙台線（交通量 31,125台/日※1）が 11時間にわたり通行止めとなり，東北

自動車道の泉 PA スマートインターチェンジ（平均利用台数約 6,100台/日※2）も通行止め

となる等，交通途絶に伴う周辺地域を含めた波及被害が発生している。 
※1 平成 27年度 全国道路・街路交通情勢調査 

※2 令和 3年 NEXCO東日本 

 
 

4



 

○地元情勢,地元の意見等 

･下流区間では，広域基幹河川改修事業等により改修を進め，令和 2年に概成し流下能力

不足の解消が概ね図られている。 

･七北田川は NPO 団体や河川愛護団体の活動が盛んな河川であり,改修による治水効果へ

の期待のみならず,河川環境への配慮(改善)にも関心が持たれている｡ 

･過去の浸水被害は,上記のとおりであることから,地元での河川改修事業促進の声は極め

て高い状況にあり,地元自治体から毎年のように陳情が来ている｡ 

･度重なる洪水被害を経験しており,住民の防災意識は高く,ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟも平成 17年度に

作成され,令和 2年度に更新されている｡ 

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ:河川の氾濫等の浸水情報及び避難に関する情報を分かりやすく提供するた

め,市町村が作成し公表している住民避難用の地図｡堤防が決壊した場合に

予想される｢浸水区域｣や｢浸水深｣,危険が迫った場合の｢避難所｣などが示

されている｡ 

 

事

業

の

有

効

性 

事業効果  

○効果の発現状況 
･下流部の用地補償はほぼ完了｡工事も概ね整備が完了しており,下流部の主な残工事は下 
記のとおり｡ 
･河口部の築堤護岸･中流部の一部築堤護岸･七北田橋架替え･中野堰改築･魚道整備 
･残工事区間(中流部の一部･上流七北田橋付近)以外は河川定規断面での改修がほぼ完了し 
ており,治水効果は発現している｡ 
･平成 20年度に河口部左岸の築堤護岸が完了し,その後河口部の南閘門改築,右岸護岸が平 
成 25年度に完了している｡河口部の治水安全度について 1/100が確保されている｡ 
 
○想定される事業効果 
･上流 14.87km 区間を令和 32 年度までに実施することとしており,完成後は全体事業区間
の治水安全度 1/100が確保される｡ 
 
※治水安全度:確率統計学的に求められた概ね何年かに 1 回発生する規模の降雨による洪
水が,氾濫しないように定めた河川改修の安全度｡(治水安全度 1/10:概ね 10 年に 1 回降る
確率の雨に対して定めた河川改修の安全度) 
 

事

業

の

効

率

性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関連事業の概要･進捗状況等  

･蒲生干潟自然再生事業(干潟･砂浜の修復実施計画) 

干潟を中心とした水域及び砂浜を中心とした陸域の環境を保全･修復するためのもの

(東日本大震災により中止)｡ 

事業区域:七北田川河口部~蒲生 干潟一帯(58.4ha)｡ 

 

代替案との比較検討 規則第 24条第 3号関係  

･河道改修の基本的な手法は,現堤防をそのまま利用し,低水路拡幅による河積拡大により

実施されるもので,護岸構造物を伴わない経済的な手法である｡ 

･河口から赤生津大橋までは概成しており,代替案はない｡ 

･上流区間は蛇行区間が多く，河道のショートカット案等複数案を比較検討したが，現況河

道法線を尊重した計画としている。 

 

ｺｽﾄ縮減計画 規則第 24条第 4号関係  

･築堤材(盛土材)には,掘削土や他事業の残土を極力流用している｡ 

･これから改修を行っていく上流区間についても，河道掘削土や他事業の残土を流用し，コ

スト縮減に努めていく｡ 
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費用対効果 規則第 24条第 5号関係 
 

 

 

根拠ﾏﾆｭｱﾙ:治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ(案) 

(平成 20年度:平成 17年 4月版,令和 4年度:令和 2年 4月版) 

社会的割引率:4% 

便益算定期間:事業開始～事業完了+50年後 

（単位：百万円） 

（ただし,B/Cの単位は除く。） 

区分 
再評価時 
基準年 

(平成 10年度) 

再々評価時 
基準年 

(平成 15年度) 

再々評価時 
基準年 

(平成 20年度) 

再々評価時 
基準年 

(令和 4年度) 

費
用
項
目 

建設費  33,730 百万円 33,730 百万円 65,606 百万円 

維持管理費  12,561 百万円 14,265 百万円 27,237 百万円 

総費用  46,331 百万円 47,995 百万円 92,843 百万円 

現在価値(C)  67,654 百万円 80,916 百万円 251,596 百万円 

便
益 

総便益  1,554,597 百万円 3,206,858 百万円 1,254,422 百万円 

現在価値(B)  929,099 百万円 1,976,209 百万円 775,871 百万円 

費用便益比(B/C)  13.733 24.423 3.084 

※事業着手時における費用便益比は算定していない｡ 

※平成 10 年度の再評価時は詳細審議該当事業のみ再評価調書を作成しており,七北田川

は詳細審議対象外であったため,費用項目と便益については記載していない｡ 

 

【事業効果算出方法】 

･費用対効果については,｢治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ｣(案)(国土交通省)(令和 2 年 4 月改正)に基づき

｢洪水氾濫被害の防止効果｣を,治水施設の整備期間と完成時点から 50 年間を評価対象期間と

して便益評価を行う｡ 

［事業の費用(C)］ 

事業着手時点から治水事業の完成に至るまでの総建設費を現在価値化したものを対象とする｡ 

毎年の維持管理費は事業費の 0.5%/年とし,完成時点から 50 年間発生するものとしている｡ 

現在価値化には,社会的割引率(年 4%)と各種資産評価単価及びﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ(令和 3年 3月改正(令和

4 年 2 月訂正))を用いた｡ 

 

○総費用計算 

現在価値化した総費用(C)=建設費+維持費= 230,006+ 21,590 = 251,596（百万円） 

 

［事業の効果(B)］ 

(1)事業の効果は,河川改修によって軽減される被害額(=被害防止効果)を算出する｡ 

(2)計画規模を含むいくつかの確率年を設定し,治水施設の整備によって防止し得る被害額を便

益とする｡このとき被害額は一般資産,農作物,公共土木施設等，農地・農業用施設に区分して算

出する｡ 

（3）洪水は自然現象であるため，既往最大の洪水に対する経済的な分析を行うだけでは不十分

であり，他の河川との比較や目標整備水準に対する妥当性に対する経済的な評価を行うため，

対象とする洪水の規模をその生起確率から設定する。 

 

・一般資産    ：家屋、家庭用品、事業所の資産等（各資産額×浸水深に応じた被害率） 

・農 作 物    ：浸水による農作物（農作物資産額×浸水深に応じた被害率） 

・公共土木施設等 ：公共土木施設（道路・橋梁等）、公益事業施設（鉄道・電力施設等） 

          （一般資産被害額×74.2％） 

・農地・農業施設 ：農地や農業用施設（水田・畑面積×1,539円/m2） 

・間接被害    :営業停止損失,応急対策費用,水害廃棄物処理費用等 
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事

業

の

効

率

性 

 

(4)評価時点を現在価値化の基準年とし,治水施設の整備期間と治水施設の完成から 50 年間を

評価対象期間とし,総便益 B を算定する｡ここで社会的割引率は,｢社会資本整備に係る費用対効

果分析に関する統一的運用指針｣ (建設省,平成 11年 3 月)により,r=4%とする｡ 

 

○年平均被害軽減期待額(単位:百万円) 

○総便益計算 

現在価値化した総便益 B= 775,871（百万円） 

○費用対効果計算 

全体費用対効果分析の結果:B/C= 775,871 /251,596 = 3.084 

 

【算定していない効果等】 

･洪水氾濫による直接的，間接的な被害のうち，現段階で経済的に評価可能な被害の防止効

果を便益として評価しており，算定していない被害防止便益が存在する。 

･算定していない主な被害防止便益は，交通遮断による波及被害，家庭における平時の活動

阻害，被災事業所の営業停止による周辺事業所への波及被害，リスクプレミアム，高度化

便益などがある。【詳細後掲】 

･洪水の生起確率から被害防止便益を算定しているが，ここ 10 年間で 3 度の洪水被害が発

生しており，実際は算定される以上の被害防止便益が存在すると考えられる。 

 

 

【前回再評価時との違いの要因】 

･河口から 16.8km 地点の赤生津大橋から 31.67km の冠橋までの 14.87km の事業区間延伸に

より事業費が増加した｡ 

･氾濫区域は拡大したものの，治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙの改定による被害額の減少や浸水深の算

出精度向上により被害率が低下したことにより便益が減少した｡ 

 

 

 

環
境
へ
の
影
響
と
対
策 

地域指定状況等  

･蒲生干潟:国指定仙台海浜鳥獣保護区蒲生特別保護区(鳥獣保護法) 

影響と対策  

･七北田川河口付近は,国内でも有数の探鳥地である｢蒲生干潟｣に近接しており,周辺は豊
かな自然環境を育む貴重な場所を有している｡ 
･堤防改修においては堤脚部に位置するｸﾘｰｸ(瀬･淵)を埋立てる計画があるため,代替え配
慮した改修を行った｡また,堤防は緩傾斜の土堤を原則としており,人や動植物に対する河
川空間への閉塞性を排除している｡ 
･当河川は国の｢魚がのぼりやすい川づくり推進ﾓﾃﾞﾙ事業｣に認定されており,魚類の遡上等
を妨げる横断施設の改築(魚道整備)を計画している｡ 
 

一般資産 農作物 公共土木
農地・

農業施設
間接被害 計

1/100 0.010 340,175 696 252,410 27,350 61,226 681,857 － － －

1/80 0.013 294,503 657 218,521 26,261 53,378 593,320 637,589 0.003 1,913

1/50 0.020 129,236 491 95,893 20,175 23,221 269,016 431,168 0.007 3,018

1/30 0.033 74,898 212 55,574 8,460 12,519 151,663 210,340 0.013 2,734

1/20 0.050 46,946 112 34,834 4,025 7,812 93,729 122,696 0.017 2,086

1/10 0.100 13,124 61 9,738 2,372 2,445 27,740 60,734 0.050 3,037

1/5 0.200 829 13 616 539 93 2,090 14,915 0.100 1,492

1/3 0.333 0 0 0 0 0 0 1,045 0.133 139

14,419

確率年
区間平均
被害額
(a)

区間確率
(b)

年平均
被害額

(a)×(b)

年平均被害軽減期待額

被害額
超過
確率
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状
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再評価実施状況  

 

再評価実施年度 平成 10 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１．審議対象事業の実施に対する意見 

なし 

２．今後の事業実施に関する意見 

なし 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別 紙 意 見

に 対 す る

対応方針 

１．審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

なし 

２．今後の事業実施に関する意見への対応方針 

なし 
 

再評価実施年度 平成 15 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１．審議対象事業の実施に対する意見 

なし 

２．今後の事業実施に関する意見 

河川事業の再評価については,事業区間の広域化及び事業 

期間の長期化に伴い,事業効果がわかりにくくなっていること

から,適切な事業単位とすることを検討するとともに,現在 5 年

毎の再評価の期間を適切な期間とするよう検討すること｡ 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別 紙 意 見

に 対 す る

対応方針 

１．審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

なし 

２．今後の事業実施に関する意見への対応方針 

河川事業の再評価については,再評価の対象となる事業単位 

を現在策定中の河川整備計画(県内各河川毎に作成される今後

30 年程度の整備内容を定めた計画)と同じくすることや,5 年ご

との再評価の期間の見直しを国と協議しながら検討していく｡ 
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再

評

価

部

会

意

見

へ

の

対

応

状

況 

 

再評価実施年度 平成 20 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１．審議対象事業の実施に対する意見 

･なし 

２．今後の事業実施に関する意見  

･事業区域の広域化や事業期間の長期化に伴い,事業効果が分か

りにくくなっていることから,再評価調書の短期的事業計画調

書には｢今後 10年間の整備方針及び事業計画｣を,可能な限り具

体的に記載すること｡ 

･休止している事業については,事業進捗状況との関連など,各

事業に即した形で分かりやすく再評価調書に記載すること｡ 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別 紙 意 見

に 対 す る

対応方針 

１．審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

･なし 

２．今後の事業実施に関する意見への対応方針 

再評価調書の短期的事業計画調書には,｢今後 10 年間の整備

方針及び事業計画｣を可能な限り具体的に記載することとする｡

また,休止している事業については事業進捗状況との関連など,

各事業に即した形で分かりやすく再評価調書に記載することと

する｡ 

 

現在の対応状況  

･再評価調書及び短期的事業計画書において,進捗状況や残事業箇所について図や写真を用

いて分かり易く記載しているとともに,事業再開後の整備方針を具体的に記載している｡ 

総
合
評
価 

対応方針(案)  

 

事業継続 
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河川改修事業区間 L=31,670m 

凡 例 

11



事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

事業概要図

（参考資料1）

下流区間 平面図
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料1）

事業概要図

上流区間 平面図

●
赤生津大橋

冠橋
●
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料1）

事業概要図

標準横断図

計画高水流量配分図

（上流部）

14



事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料2）

洪水被害状況

昭和61年8月台風10号洪水状況

平成27年関東・東北豪雨洪水状況
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料2）

洪水被害状況

令和元年東日本台風洪水状況
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料2）

洪水被害状況

平成27年関東・東北豪雨 浸水区域154ha，床上浸水34棟，床下浸水38棟
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料2）

洪水被害状況

令和元年東日本台風 浸水区域88ha，床上浸水24棟，床下浸水14棟
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事業名 都市基幹 七北田川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料2）

算定していない効果等

図表は治水経済調査マニュアル（R2.4）より

洪水氾濫による直接的 ・間接的な被害のうち，現段階で経済的に評価可能な被害の防止効果（灰

ハッチング）を便益として評価しており，算定していない被害防止便益が存在する（赤枠）。
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事業名 都市基幹 七北田川河川改修事業 施工地名 仙台市

（参考資料3）

短期的事業計画調書

今後10年間の整備方針及び事業計画

・延伸した事業区間L=14.87ｋｍ区間の内、平成２７年９月関東・東北豪雨では、赤生津大橋から実
沢大橋までの下流L=8.50km 区間の洪水浸水被害が甚大であったため、今後１０年間では、当該区間
の河道整備を優先して進めて行く。
・河道整備にあたっては、効果的かつ効率的に治水効果を発現させるため、過去の洪水被害や流域
の資産集中状況を踏まえて、築堤法線及び施工計画を検討していく。

当面の整備区間を示した図面

20



（参考資料4）

費用対効果分析算定結果

年平均被害軽減期待額算出表

七北田川における年平均被害軽減世帯数算出表

七北田川における年平均被害軽減面積算出表

水系名： 七北田川 河川名： 七北田川 対象河道： 現況（S56以前） 単位： (百万円)

被害額

事業を実施しない
場合①

事業を実施した
場合②

軽減額
③＝①－②

0.100

1/30

備考

1/3.0 0.333 0 0 0
1,046 0.133 139 139

流量規模 超過確率
区間平均被害額

④
区間確率⑤

年平均被害額
④×⑤

年平均被害額の
累計＝年平均被
害軽減期待額

1/5 0.200 2,092 0 2,092
14,915 1,492 1,631

1/10 0.100 27,738 0 27,738
60,733 0.050 3,037 4,668

1/20 0.050 93,728 0 93,728
122,696 0.017 2,086 6,754

3,018 12,506

0.033 151,663 0 151,663
210,340 0.013 2,734 9,488

1/100 0.010 681,857 0 681,857

1/80 0.013 593,321 0 593,321

637,589 0.003 1,913 14,419

1/50 0.020 269,017 0 269,017
431,169 0.007

水系名： 七北田川 河川名： 七北田川 対象河道： 現況（S56以前） 単位： （世帯）

被害世帯数

事業を実施しない
場合①

事業を実施した
場合②

軽減額
③＝①－②

1/100 0.010 36,578 0 36,578

1/80 0.013 34,706 0 34,706

35,642 0.003 107 667

1/50 0.020 11,250 0 11,250
22,978 0.007 161 560

0.033 6,555 0 6,555
8,903 0.013 116 399

42 45
1/10 0.100 788 0 788

2,818 0.050 141 186
1/20 0.050 4,848 0 4,848

5,702 0.017 97 283
1/30

備考

1/3.0 0.333 0 0 0
23 0.133 3 3

流量規模 超過確率
区間平均被害

世帯数④
区間確率⑤

年平均被害世帯数
④×⑤

年平均被害世帯数の累
計＝年平均被害軽減期

待世帯数

1/5 0.200 46 0 46
417 0.100

水系名： 七北田川 河川名： 七北田川 対象河道： 現況（S56以前） 単位： (ha)

被害面積

事業を実施しない
場合①

事業を実施した
場合②

軽減額
③＝①－②

1/100 0.010 4,258 0 4,258

1/80 0.013 4,011 0 4,011

4,135 0.003 12 107

1/50 0.020 2,589 0 2,589
3,300 0.007 23 95

0.033 1,111 0 1,111
1,850 0.013 24 72

100 10 12
1/10 0.100 174 0 174

423 0.050 21 33
1/20 0.050 673 0 673

892 0.017 15 48

0.100

1/30

備考

1/3.0 0.333 0 0 0
13 0.133 2 2

流量規模 超過確率
区間平均被害

面積④
区間確率⑤

年平均被害面積
④×⑤

年平均被害面積の累計
＝年平均被害軽減期待

面積

1/5 0.200 26 0 26
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（参考資料4）

費用対効果分析算定結果
単位：百万円 【 】

-73 S24 11.3 0.06 0 10.1 176.2 5 881 0 0.0 5 881.2
-72 S25 11.3 0.06 1 19 10.1 169.5 21 3,559 0 0.0 21 3,558.8
-71 S26 11.3 0.06 6 93 10.1 162.9 32 5,214 0 0.0 32 5,214.3
-70 S27 12.6 0.06 13 198 9.0 140.5 46 6,464 1 140.5 47 6,604.2
-69 S28 13.8 0.07 23 342 8.2 123.4 55 6,785 1 123.4 56 6,908.3
-68 S29 14.0 0.07 35 503 8.1 116.9 52 6,080 1 116.9 53 6,196.9
-67 S30 14.2 0.07 46 642 8.0 110.8 29 3,214 1 110.8 30 3,325.3
-66 S31 15.5 0.08 53 702 7.3 97.6 20 1,953 1 97.6 21 2,050.4
-65 S32 16.4 0.08 57 731 6.9 88.7 25 2,218 1 88.7 26 2,307.1
-64 S33 16.2 0.08 63 771 7.0 86.4 27 2,332 2 172.7 29 2,504.8
-63 S34 17.0 0.08 69 811 6.7 79.1 17 1,345 2 158.3 19 1,503.7
-62 S35 16.6 0.09 72 823 6.8 77.9 18 1,403 2 155.9 20 1,558.7
-61 S36 18.8 0.09 76 834 6.0 66.2 17 1,125 2 132.3 19 1,257.2
-60 S37 19.9 0.10 80 842 5.7 60.1 22 1,322 2 120.2 24 1,442.5
-59 S38 20.9 0.10 85 858 5.4 55.0 34 1,871 2 110.1 36 1,981.0
-58 S39 22.0 0.10 92 898 5.2 50.3 36 1,810 2 100.5 38 1,910.1
-57 S40 23.1 0.11 100 937 4.9 46.0 37 1,703 2 92.1 39 1,795.2
-56 S41 24.7 0.11 108 974 4.6 41.4 37 1,532 3 124.2 40 1,655.7
-55 S42 26.6 0.12 116 1,007 4.3 37.0 47 1,737 3 110.9 50 1,847.9
-54 S43 28.0 0.12 127 1,054 4.1 33.8 53 1,789 3 101.3 56 1,890.6
-53 S44 30.2 0.13 138 1,107 3.8 30.1 53 1,595 3 90.3 56 1,685.4
-52 S45 32.7 0.13 150 1,154 3.5 26.7 60 1,604 4 106.9 64 1,710.5
-51 S46 34.0 0.14 163 1,207 3.3 24.7 54 1,335 4 98.9 58 1,433.5
-50 S47 36.5 0.14 175 1,245 3.1 22.1 62 1,373 4 88.6 66 1,461.1
-49 S48 46.1 0.15 189 1,290 2.5 16.9 95 1,601 5 84.3 100 1,685.4
-48 S49 55.8 0.15 210 1,378 2.0 13.4 95 1,272 5 66.9 100 1,338.8
-47 S50 56.7 0.16 231 1,457 2.0 12.7 145 1,837 6 76.0 151 1,913.0
-46 S51 60.8 0.16 262 1,594 1.9 11.4 299 3,397 7 79.5 306 3,476.3
-45 S52 64.2 0.17 328 1,917 1.8 10.3 434 4,490 10 103.4 444 4,593.1
-44 S53 69.1 0.18 424 2,379 1.6 9.2 859 7,939 14 129.4 873 8,068.0
-43 S54 75.2 0.19 612 3,307 1.5 8.2 1,228 10,027 20 163.3 1,248 10,190.4
-42 S55 82.2 0.19 882 4,581 1.4 7.2 1,120 8,045 26 186.8 1,146 8,231.4
-41 S56 84.0 0.20 1,128 5,634 1.4 6.8 1,222 8,259 32 216.3 1,254 8,475.1
-40 S57 85.1 0.21 1,397 6,707 1.3 6.4 1,322 8,480 38 243.8 1,360 8,723.8
-39 S58 84.9 0.22 1,687 7,790 1.3 6.2 1,339 8,278 45 278.2 1,384 8,556.4
-38 S59 86.2 0.23 1,982 8,797 1.3 5.9 982 5,750 50 292.7 1,032 6,042.3
-37 S60 85.3 0.23 2,198 9,380 1.3 5.7 1,030 5,860 55 312.9 1,085 6,172.7
-36 S61 85.7 0.24 2,424 9,948 1.3 5.4 1,131 6,158 61 332.1 1,192 6,490.2
-35 S62 87.8 0.25 2,673 10,546 1.3 5.1 1,370 7,001 68 347.5 1,438 7,348.4
-34 S63 90.3 0.26 2,974 11,283 1.3 4.8 1,296 6,192 74 353.5 1,370 6,545.3
-33 H1 95.0 0.27 3,258 11,888 1.2 4.4 1,480 6,462 79 345.0 1,559 6,807.4
-32 H2 98.9 0.29 3,584 12,572 1.1 4.0 1,490 6,009 86 346.8 1,576 6,356.0
-31 H3 101.3 0.30 3,911 13,193 1.1 3.8 1,432 5,422 93 352.1 1,525 5,773.7
-30 H4 102.2 0.31 4,226 13,706 1.1 3.6 1,355 4,889 100 360.8 1,455 5,250.2
-29 H5 101.9 0.32 4,524 14,108 1.1 3.5 1,710 5,950 108 375.8 1,818 6,326.3
-28 H6 102.0 0.33 4,900 14,692 1.1 3.3 957 3,199 113 377.7 1,070 3,576.7
-27 H7 101.6 0.35 5,110 14,734 1.1 3.2 1,260 4,066 119 384.0 1,379 4,449.7
-26 H8 101.2 0.36 5,387 14,935 1.1 3.1 1,185 3,691 125 389.4 1,310 4,080.5
-25 H9 101.7 0.38 5,647 15,055 1.1 3.0 968 2,885 127 378.5 1,095 3,263.5
-24 H10 99.6 0.39 5,860 15,021 1.1 2.9 666 1,949 130 380.4 796 2,329.2
-23 H11 98.6 0.41 6,006 14,804 1.2 2.8 392 1,114 132 375.2 524 1,489.3
-22 H12 98.4 0.42 6,093 14,439 1.2 2.7 517 1,416 134 366.9 651 1,782.7
-21 H13 96.0 0.44 6,206 14,142 1.2 2.7 140 378 135 364.4 275 742.2
-20 H14 94.7 0.46 6,237 13,666 1.2 2.6 92 242 136 357.8 228 599.8
-19 H15 94.7 0.47 6,257 13,183 1.2 2.5 140 354 136 344.0 276 698.2
-18 H16 95.0 0.49 6,288 12,738 1.2 2.4 70 170 137 332.2 207 501.9
-17 H17 95.5 0.51 6,303 12,278 1.2 2.3 159 369 137 317.7 296 686.5
-16 H18 96.6 0.53 6,338 11,871 1.2 2.2 300 661 139 306.4 439 967.8
-15 H19 98.1 0.56 6,404 11,534 1.2 2.1 448 935 141 294.3 589 1,229.4
-14 H20 101.1 0.58 6,503 11,261 1.1 1.9 285 555 142 276.5 427 831.6
-13 H21 97.9 0.60 6,565 10,932 1.2 1.9 90 174 143 276.5 233 450.6
-12 H22 98.0 0.62 6,585 10,543 1.2 1.9 69 128 143 265.6 212 393.8
-11 H23 100.0 0.65 6,600 10,161 1.1 1.8 303 530 145 253.8 448 784.2
-10 H24 99.4 0.68 6,667 9,869 1.1 1.7 439 743 147 248.9 586 992.2
-9 H25 101.6 0.70 6,763 9,626 1.1 1.6 200 319 148 235.7 348 554.3
-8 H26 104.9 0.73 6,807 9,316 1.1 1.5 167 248 144 213.6 311 461.3
-7 H27 105.9 0.76 6,844 9,006 1.1 1.4 37 52 145 204.9 182 257.1
-6 H28 105.9 0.79 6,852 8,670 1.1 1.4 0 0 145 197.0 145 197.0
-5 H29 108.3 0.82 6,852 8,337 1.0 1.3 0 0 145 185.2 145 185.2
-4 H30 111.8 0.85 6,852 8,016 1.0 1.2 0 0 145 172.5 145 172.5
-3 H31,R1 113.7 0.89 6,852 7,708 1.0 1.1 58 65 142 159.7 200 225.0
-2 H32,R2 113.7 0.92 6,865 7,425 1.0 1.1 282 305 144 155.8 426 460.8
-1 H33,R3 113.7 0.96 6,927 7,204 1.0 1.0 1,343 1,397 150 156.0 1,493 1,552.7

0 H34,R4 113.7 1.00 7,222 7,222 1.0 1.0 1,343 1,343 156 156.0 1,499 1,499.0

1 H35,R5 1.04 7,517 7,228 1.0 1.0 1,343 1,291 163 156.7 1,506 1,448.1

2 H36,R6 1.08 7,812 7,223 1.0 0.9 1,343 1,242 169 156.3 1,512 1,397.9
3 H37,R7 1.12 8,108 7,208 1.0 0.9 1,343 1,194 176 156.5 1,519 1,350.4
4 H38,R8 1.17 8,403 7,183 1.0 0.9 1,342 1,147 182 155.6 1,524 1,302.7
5 H39,R9 1.22 8,698 7,149 1.0 0.8 1,342 1,103 189 155.3 1,531 1,258.4
6 H40,R10 1.27 8,993 7,107 1.0 0.8 1,342 1,061 195 154.1 1,537 1,214.7
7 H41,R11 1.32 9,288 7,058 1.0 0.8 1,061 806 200 152.0 1,261 958.3
8 H42,R12 1.37 9,521 6,957 1.0 0.7 1,061 775 206 150.5 1,267 925.8
9 H43,R13 1.42 9,754 6,853 1.0 0.7 1,061 745 211 148.2 1,272 893.7
10 H44,R14 1.48 9,987 6,747 1.0 0.7 1,061 717 216 145.9 1,277 862.7
11 H45,R15 1.54 10,220 6,639 1.0 0.6 1,061 689 221 143.6 1,282 832.8
12 H46,R16 1.60 10,453 6,529 1.0 0.6 1,061 663 226 141.2 1,287 803.9
13 H47,R17 1.67 10,687 6,418 1.0 0.6 1,061 637 232 139.3 1,293 776.5
14 H48,R18 1.73 10,920 6,306 1.0 0.6 1,061 613 237 136.9 1,298 749.6
15 H49,R19 1.80 11,153 6,193 1.0 0.6 1,061 589 242 134.4 1,303 723.5
16 H50,R20 1.87 11,386 6,079 1.0 0.5 1,061 566 247 131.9 1,308 698.4
17 H51,R21 1.95 11,619 5,965 1.0 0.5 1,061 545 252 129.4 1,313 674.1
18 H52,R22 2.03 11,853 5,851 1.0 0.5 1,061 524 258 127.4 1,319 651.1
19 H53,R23 2.11 12,086 5,736 1.0 0.5 1,061 504 263 124.8 1,324 628.4
20 H54,R24 2.19 12,319 5,622 1.0 0.5 1,061 484 268 122.3 1,329 606.5
21 H55,R25 2.28 12,552 5,508 1.0 0.4 1,061 466 273 119.8 1,334 585.4
22 H56,R26 2.37 12,785 5,395 1.0 0.4 1,061 448 278 117.3 1,339 565.0
23 H57,R27 2.46 13,019 5,282 1.0 0.4 1,062 431 284 115.2 1,346 546.1
24 H58,R28 2.56 13,252 5,170 1.0 0.4 1,062 414 289 112.7 1,351 527.1
25 H59,R29 2.67 13,485 5,059 1.0 0.4 1,062 398 294 110.3 1,356 508.7
26 H60,R30 2.77 13,719 4,948 1.0 0.4 1,062 383 299 107.8 1,361 490.9
27 H61,R31 2.88 13,952 4,839 1.0 0.3 1,062 368 304 105.4 1,366 473.8
28 H62,R32 3.00 14,186 4,731 1.0 0.3 1,062 354 310 103.4 1,372 457.5
29 H63,R33 14,419 4,623 310 99.4 310 99.4
30 H64,R34 14,419 4,446 310 95.6 310 95.6
31 H65,R35 14,419 4,275 310 91.9 310 91.9
32 H66,R36 14,419 4,110 310 88.4 310 88.4
33 H67,R37 14,419 3,952 310 85.0 310 85.0
34 H68,R38 14,419 3,800 310 81.7 310 81.7
35 H69,R39 14,419 3,654 310 78.6 310 78.6
36 H70,R40 14,419 3,513 310 75.5 310 75.5
37 H71,R41 14,419 3,378 310 72.6 310 72.6
38 H72,R42 14,419 3,248 310 69.8 310 69.8
39 H73,R43 14,419 3,123 310 67.2 310 67.2
40 H74,R44 14,419 3,003 310 64.6 310 64.6
41 H75,R45 14,419 2,888 310 62.1 310 62.1
42 H76,R46 14,419 2,777 310 59.7 310 59.7
43 H77,R47 14,419 2,670 310 57.4 310 57.4
44 H78,R48 14,419 2,567 310 55.2 310 55.2
45 H79,R49 14,419 2,469 310 53.1 310 53.1
46 H80,R50 14,419 2,374 310 51.0 310 51.0
47 H81,R51 14,419 2,282 310 49.1 310 49.1
48 H82,R52 14,419 2,194 310 47.2 310 47.2
49 H83,R53 14,419 2,110 310 45.4 310 45.4
50 H84,R54 14,419 2,029 310 43.6 310 43.6
51 H85,R55 14,419 1,951 310 41.9 310 41.9
52 H86,R56 14,419 1,876 310 40.3 310 40.3
53 H87,R57 14,419 1,804 310 38.8 310 38.8
54 H88,R58 14,419 1,734 310 37.3 310 37.3
55 H89,R59 14,419 1,668 310 35.9 310 35.9
56 H90,R60 14,419 1,603 310 34.5 310 34.5
57 H90,R61 14,419 1,542 310 33.1 310 33.1
58 H90,R62 14,419 1,483 310 31.9 310 31.9
59 H90,R63 14,419 1,426 310 30.6 310 30.6
60 H90,R64 14,419 1,371 310 29.5 310 29.5
61 H90,R65 14,419 1,318 310 28.3 310 28.3
62 H90,R66 14,419 1,267 310 27.2 310 27.2
63 H90,R67 14,419 1,219 310 26.2 310 26.2
64 H90,R68 14,419 1,172 310 25.2 310 25.2
65 H90,R69 14,419 1,127 310 24.2 310 24.2
66 H90,R70 14,419 1,083 310 23.3 310 23.3
67 H90,R71 14,419 1,042 310 22.4 310 22.4
68 H90,R72 14,419 1,002 310 21.5 310 21.5
69 H90,R73 14,419 963 310 20.7 310 20.7
70 H90,R74 14,419 926 310 19.9 310 19.9
71 H90,R75 14,419 890 310 19.1 310 19.1
72 H90,R76 14,419 856 310 18.4 310 18.4
73 H90,R77 14,419 823 310 17.7 310 17.7
74 H90,R78 14,419 792 310 17.0 310 17.0
75 H90,R79 14,419 761 310 16.4 310 16.4
76 H90,R80 14,419 732 310 15.7 310 15.7
77 H90,R81 14,419 704 310 15.1 310 15.1
78 H90,R82 14,419 677 310 14.5 310 14.5
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